














対象者は、 A中学校2年生の生徒 104名である。クラス毎に BLS講習を実施し、講習前後に留置法
による自作の質問紙調査をおこなった。対象者を小学校5-6年生時に筆者らによる BLS講習を受けた








「中学校のAEDの設置場所が分かりますかj の聞いに、初受講生徒は 「はい」 が25.0%であったが、
既受講生徒は59.5%と有意に高かった (P<0.05) 0 ["家族や友達が倒れた時に自分から行動できま
すかjの問いに「はしリと回答した生徒は、初受講生徒より既受講生徒の方が有意に高かった(pく0.05)。
受講前のアンケートでは、心肺蘇生法の手順の自己評価を 「できるJ ["できるかも」と回答したもの
を 「できる群」、 「できなし¥かもJ ["できなしリと回答したものを 「できない群」の2群として分析
した。その結果、 「胸骨圧迫J [" AEDの使用j の2項目で 「できる群」は、初受講生徒より既受講生
徒で、有意に高かった (P<0.05)。
N.結論
BLS講習の継続教育によって、 学校内の AEDの設置場所を認識し、いざという時に自ら人の命を助
けると言った意識が強くなっていることが伺えた。また、若年者は心肺蘇生法で一番主要な胸骨圧迫
の手順や AEDの使い方について、翌年以降も高率に記憶していることから、継続教育がより学習効果
に有効で意義のあることが示唆された。
